
地方自治体の事例として、歴史的遺産、世界農業遺産や里山・里海等の特徴を生かし、国内外から多くの観光客を惹きつけ
る石川県の事例を通して学ぶ。

【事前活動】自国の観光振興政策の現状と問題点についてカントリーレポートを作成する。
【本邦研修】
1.カントリーレポート発表会を通し、他国の観光振興政策の現状と比較し、自国の状況や問題
点を理解する。
2.観光庁・観光局等を訪問し、日本の観光行政について学習し、その実施手法や自国への適応
策などを考察する。
3.日本国が観光政策を推進している現場を視察する。
4.政策立案に必要な情報収集、分析、計画策定、モニタリングの手法を学ぶ。
5.地方自治体を訪問し、その自治体の観光振興政策の実務や具体的手法を学習し、自国への適
応策などを考察する。
6.地方自治体が観光政策を推進している現場を視察する。
7.自国で実現可能な観光振興に係る施策・実践に関する改善計画を策定する。
【事後研修】関係者に対する帰国報告会の実施、本邦研修で作成した計画の修正、組織内承認
、実践、実践レポートの作成
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【案件目標】
参加者が観光振興政策立案に必要な情報収集、分析、計画策定、モニタリング等の手法を獲得
し、自国の実情にあった観光振興政策を立案し実施する能力を身に付ける。

【成果】
1.自国における観光振興政策立案に係る問題点とその対応策の動向を説明することができる。
2.日本（中央政府）における観光振興政策とその手法について理解を深めることができる。
3.政策立案に必要な情報収集、分析、計画策定、モニタリングの方法を理解する。
4.地方自治体における観光振興政策や実務、具体的な手法について理解を深めることができる
。
5.自国で実現可能な観光振興に係る施策・実践に関する改善計画を策定する。

目標／成果

内　容

【対象組織】
観光関連省庁またはその外郭団体

【対象人材】
<職位>観光振興政策策定及び計画・実施に
携わる者
<職務経験>観光振興関連業務の経験が3年
以上
<その他>JICAの他の協力（プロジェクト、
専門家、ボランティア派遣等）との連携が
望ましい。

対象組織／人材

観光振興政策
Tourism development policies
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対象国の条件：

副分野課題：

本研修では政策立案に必要な情報収集、分析、計画策定、モニタリング方法について日本の事例を元に学び、観光行政におけるPDCAサイク
ルの着実な実施を行うための能力向上を図る。また、中央に加えて地方自治体における観光振興政策の実務や具体的手法についても学ぶ。
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